
校長 平田 賢司
「やって見せ，言って聞かせて，させてみせ，ほめてやらねば，
人は動かじ」連合艦隊司令官だった山本五十六の言葉，まずは手

本を示し，きちんと分かるように説明する。そして実際にやらせてみて，その過程や結果をほめ
ることで人は成長する。今さらながら，この言葉の意味の深さを実感します。学校でも，家庭で
も，子どもを「ほめる」ことの大切さを疑う余地はありません。「ほめる」ことは相手を「見つ
める」ことであり「認める」ことです。友だちや親，周囲の大人からほめ言葉のシャワーを存分
に浴びた子どもは自己肯定感が高まり，真の思いやりをもつことができるでしょう。だけど…，
「ほめる」ことだけで，子どもはよりよく育つのだろうかという疑問も残ります。歌舞伎の世界
では，役者一人をだめにするには，年中みんなでほめてやる，そうすれば間違いなくその役者は
つぶれてしまうと言われます。なるほどね！！大切なのは「ほめる」ことと「しかる」ことのバ
ランス。例えるなら自動車の両輪。「ほめる」だけ，「しかる」だけでは，自動車はその場で回
転するばかり。同じだけ車輪が回転することで，初めて自動車は前へ進みます。正しい道へ導こ
うとするとき，時としてそこには，不義不徳を許さない厳しさも必要ですね。
以前，勤務した小学校区に『うちの子を しかってくれて ありがとう』と書かれた大きな看
板が設置してありました。子どもの健やかな成長を地域ぐるみで後押ししているようすがうかが
える言葉です。子どもが危険なことや悪いことをしていたら，よその子であっても，分け隔てな
く注意することは，ひと昔前までは，どこの地域でも見られる光景でしたが，子どもを取り巻く
環境は様変わりし，声をかけて，変に誤解されるのもいやだからと，子どもに話しかけづらい昨
今です。しかし，どんなに時代が変わっても，地域や学校，家庭が連携をとりながら，子どもた
ちをバックアップすることは大切です。そこにはまず，日常の大人の後ろ姿が，何よりの規範と
なるべきでしょう。子どもは地域の宝です。これからも温かい目と厳しい目で４名の宝子を見守っ
ていただけたら幸いです。よろしくお願いします。

霧島市立福山小学校 学校だより 令和６年９月発行

８月上旬，九州地区小学校長研究大会沖縄大会に参加しました。大勢の観光客で賑わう
国際通りを歩きながら，１５年前の修学旅行を思い出しました。北部から南部へと観光地
を巡りながら感じたこと。それは「沖縄は『２つ顔』を持っている」ということ。読谷か
ら恩納，本部へと続くリゾートホテル群。北部はいわば「明」の顔。一方，摩文仁の丘，
戦没者墓園，ひめゆりの塔など沖縄戦の過酷さ，悲惨さを象徴する多くの遺跡が残る南部
は「暗」の顔。美ら海水族館で満面の笑みで記念写真におさまる子どもたち。平和祈念資
料館で元ひめゆり学徒隊の語り部の話に涙する子どもたち。４日間の子どもたちの姿に，
沖縄の現実を垣間見ました。日本１００名城「首里城」が焼失したのは５年前。琉球文化
を今に伝える至宝は，柱だけを残す無残な姿になりました。「身内を亡くしたようだ」
「心の支えを失った」沖縄の方々が受けた衝撃や喪失感は計り知れません。令和８年の完
成を目指し，正殿の再建が進められています。

ちょっと独り言
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７月17日(水）に，水産資源の保護・培養や漁場環境の保全の
意識高揚を図る目的として行われている「豊かな海づくり放流
祭」に参加しました。マダイとカサゴの稚魚放流体験をさせて
もらいました。「無事に大きくなって帰ってくるんだよ。」と
願いながら放流しました。11月には，福山漁港が豊かな漁場と
なるように海岸清掃を行う予定です。

２日(月） ２学期始業式・身体計測・視力検査
いじめ問題を考える週間(～８日）

４日(水） ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校(午前）
６日(金） 親子人権学習・学級PTA
11日(水） 移動図書館しろやま号
14日(土） 土曜授業日
24日(火） 市教育委員会訪問（午後）
25日(水） 修学旅行(6年生 ～26日まで）
26日(木） 秋の社会科見学（２・４年生）
27日(金） 修学旅行休養措置日（６年生）

８月21日(水）の出校日は，読み聞かせグループ「ホルトの森」の方々によるお話会を行い
ました。はじめは，軍手を使った歌遊びからのスタートでした。本校でも人気の絵本「やき
ざかなののろい」の読み聞かせで，絵本の世界に誘われた子どもたちは，様々な仕掛け絵本
の面白さや大型絵本の迫力にも引き込まれ，あっという間の時間を過ごしました。

８月13日～15日は学校閉庁日でした。
その期間は，地域の方が植物への灌水
を行ってくださいました。おかげで現
在も，きれいな花が咲いています。
また，８月25日(日)には，愛校作業

を行いました。卒業生や地域の方々も
協力してくださり，校庭があっという
間にきれいになりました。遊具の設置
場所周辺もきれいに草が刈られ，職員
室からもはっきりと子どもたちの様子
が見えるようになりました。本当にあ
りがとうございました。

７月に保護者や学校評議員の皆様に学校評価をお願いしました。概ね良い結果をいただ
きました。良かった項目と課題となった項目をお知らせします。
【学校評価：保護者】
「保護者との連携」「いじめのない学校づくり」「家庭学習の習慣」など13項目中８項目は，
保護者全員が「４：できている」と評価してくださいました。逆に，一番評価が低かったのは，
「正しい言葉づかいの指導（平均：3.6）」でした。２学期の重点取組とします。
【学校評価：学校評議員】
「学校経営」「環境整備」など11項目中７項目は，「４：できている」と評価していただき
ましたが，「安全管理」「地域との連携」が一番の課題として見えてきました。
皆様からいただいた評価や御意見を２学期の教育活動に生かしていきます。御協力ありがと
うございました。


